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論文要旨：アンホテリシン B は真菌（しんきん）感染症に有効なポリエン系抗真菌薬（抗

生物質）の一つです。この薬剤は極めて有効ですが副作用が強いことも知られており、この

副作用にはアンホテリシン B 分子の凝集体形成が関与することが知られています。しかし、

凝集体を形成したアンホテリシン B 分子の構造を調べる化学的手法はありませんでした。 

 佐賀大学では近赤外光励起のラマン光学活性分光を用いた色素分子の構造解析法を開発

してきました。海野雅司教授と藤澤知績准教授らはポーランドおよびイタリアの研究グル

ープとの共同研究から凝集体形成に伴うアンホテリシン B 分子の構造変化をラマン光学活

性分光法により明らかにすることに成功しました。この成果は薬剤が副作用を示すメカニ

ズムの解明や今後の医薬品開発につながることが期待されます。 
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